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１．出力制御見通しの考え方

○ 再生可能エネルギーの出力制御見通しは、優先給電ルールに基づき、安定供給に必

要なものを除き、火力（電源Ⅰ～Ⅲ）、バイオマスを停止又は制御することを前提に算

定する。

○ 算定にあたっては､各事業者の制御日数が上限３０日相当に達するまでは、「旧ルー
ル・新ルール・指定ルール」間、および「太陽光・風力」間に対して、出力制御の機会が
均等となるように制御することを前提とする。

○ 太陽光４９.５万kW （30日等出力制御枠）および風力１８.３万kW （30日等出力制御枠）

の連系を前提として、指定ルール事業者が追加的に接続された場合の、出力制御時

間、制御率、出力制御量を算定する。

○ 出力制御見通しは、理論上の指標として当日の時間毎の天気・日射量が前日の天気

予報・日射量予測の通りとなった場合であり、運用においては、電力需要や電源の稼

働状況等によっても変動するものであるため、実際の制御時間等を保証するものでは

ない。
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２．出力制御見通しの算定内容

○ ２０１７年度～２０１９年度需要実績等に基づき、指定ルール事業者の出力制御見通し
を算定。

・風力の接続可能量(３０日等出力制御枠：１８.３万kW）における、指定ルール太陽光発
電所の出力制御見通し

[前提条件]
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項目 内容

算定年度 ２０１７～２０１９年度（年度毎算定、３年間平均）

電力需要 ２０１７年度～２０１９年度のエリア実績

太陽光、風力 太陽光発電と風力発電の時間帯別の各年度発電実績

火力 安定的な供給が維持可能な最低出力等まで調整

一般水力 対象設備なし

原子力 対象設備なし

地熱 対象設備なし

揚水式水力
需給バランス改善用蓄電池

対象設備なし

連系線の活用 対象設備なし



ステップ２
検討断面における需要想定の設定

ステップ３
検討断面における出力の設定

（一般水力、原子力、地熱、 バイオマス、小水力）

ステップ４
再エネの導入量に応じた出力の想定

ステップ５
現状制度における需給解析

（火力発電の抑制（電源Ⅰ～Ⅲ）、 再エネ出力制御の反映等）

出力制御の見通し

ステップ１
検討断面の設定

３．出力制御見通し（2020年度算定値）の算定フロー 4



４．昨年の系統WGの算定条件との比較

○ 今回と前回の算定条件の比較は下表のとおり

5

２０２０年度算定値（今回の系統ＷＧ） ２０１９年度算定値（昨年の系統ＷＧ）

需要断面
（エリア需要）

・２０１９年度実績（８,７８４時間）
・２０１８年度実績（８,７６０時間）
・２０１７年度実績（８,７６０時間）

・２０１８年度実績（８,７６０時間）
・２０１７年度実績（８,７６０時間）
・２０１６年度実績（８,７６０時間）

太陽光
風力

・２０１７～２０１９年度発電実績を元に試算 ・２０１６～２０１８年度発電実績を元に試算

火力 安定的な供給が維持可能な最低出力等まで調整

バイオマス
小水力

至近５年間（２０１５～２０１９年度）における
実績利用率平均を元に試算

至近５年間（２０１４～２０１８年度）における
実績利用率平均を元に試算

一般水力 対象設備なし

原子力 対象設備なし

地熱 対象設備なし

揚水式水力
需給バランス改善用蓄電池

対象設備なし

連系線の活用 対象設備なし
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ステップ１、２ 検討断面の設定と需要想定の設定

○ 需給解析には、震災後の電力需要カーブの形の変化を考慮し、１年間（２４時間×３６６

日＝８,７８４時間）を通じた全ての時間断面について、安定供給確保の面から評価・確

認を行う。

○ また、固定買取制度開始後で震災後の省エネ等を反映した需要実績が望ましいため、

２０１７年度～２０１９年度のエリア需要実績を使用する。

なお、エリア需要実績に余剰契約の太陽光の自家消費電力分相当を反映したものによ

り行う。

昨年度（２０１９年度）の沖縄本島系統の電力需要実績

2019/5/1 2019/6/1 2019/7/1 2019/8/1 2019/9/1 2019/10/1 2019/11/1 2019/12/1 2020/1/1 2020/2/1

エリア需要（万kW）

2019/4/1 2020/3/1
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２～５月の休日昼間で需給ﾊﾞﾗﾝｽの厳しい断面

２月２３日（日）１２時 ６７.５万kW 



（参考）余剰買取契約の自家消費算定

○ 余剰買取契約の自家消費量は、余剰買取契約設備量に自家消費率を乗じて算定。

○ 自家消費率※は、想定発電出力および余剰買取電力実績（検針値）から算定。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

自家消費率[％] 8.8 8.8 10.7 11.5 14.8 15.2 12.2 10 8.8 9 7.4 7.2

自家消費量[万kW] 0.7 0.8 0.9 1.0 1.3 1.3 1.1 0.9 0.8 0.8 0.6 0.6

自家消費の上限

※余剰太陽光設備量×自家消費率

イメージ図

時間

月別の自家消費率と自家消費量（2019年度）
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ステップ３ 検討断面における出力の設定（一般水力・地熱・原子力）

○ 一般水力（流れ込み式、調整池式、貯水池式）、地熱、原子力については、沖縄本島

系統管内における所有設備および対象設備はありません。

設備容量 利用率 出力想定

０.２万ｋW ３７.９％※ ０.１万ｋW

バイオマス発電の出力設定

バイオマス類型 設備容量 利用率 出力想定

地域資源型 １.８万ｋW ３２.０％※ ０.６万ｋW

専焼型 ４.５万kW ０.０％ ０.０万kW

合計 ６.３万kW ９.５％ ０.６万kW

小水力発電の出力設定

○ 接続契約申込み済み設備のうち、出力制御困難となる地域資源型バイオマス設備
（１.８万kW）の出力を０.６万kWと想定し、専焼バイオマスは停止として算定した。
また、小水力設備については、０.１万kWの出力を想定した。

ステップ３ 検討断面における出力の設定（バイオマス、小水力）

※利用率：至近５年間（２０１５～２０１９年度）における実績利用率平均。

（注）四捨五入の関係で、出力想定の計算結果が合わない場合がある。

※利用率：至近５年間（２０１５～２０１９年度）における実績利用率平均。

（注）四捨五入の関係で、出力想定の計算結果が合わない場合がある。
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ステップ４ 再エネの導入量に応じた出力の想定（太陽光）

○ 当社系統に接続される太陽光発電設備については、その多くが家庭用などの低圧及び

高圧連系であり発電出力の把握は困難である。

○ 日射計４箇所のデータ（２０１７年度～２０１９年度実績）から、太陽光出力実績を推定し

た。

日射計箇所（４箇所を採用）

２０ｋｍ

※沖縄本島の北部から南部に設置

されている４箇所の日射計データ

を採用し、平滑化効果を考慮。

9



ステップ４ 再エネ導入量に応じた出力の想定（風力）

○ 既設風力発電設備の出力データ実績および設備容量から風力発電の出力を想定する。

データ サイト数（※） 設備容量 期間

既接続の風力 ５サイト 約０.９万kW
２０１７年度～
２０１９年度

※データ取得箇所を対象

風力発電の出力設定
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ステップ５ 回避措置（火力発電の抑制（電源Ⅰ・Ⅱ））

○ 電源Ⅰ・Ⅱについては、再エネを含めた需給変動を調整する観点から、下記の点を考

慮し、安定供給上支障のない範囲で停止または最低限必要な出力まで抑制する。

➢ 電源Ⅰ・Ⅱとして、安定供給に必要なLFC（AFC）等調整力を確保

➢ ピーク需要に対応できる供給力の確保など

➢ 安定供給に必要な下げ代の確保

➢ LNGのBOG（Boil off Gas）消費の制約を考慮し、必要な発電機を運転

○ 当社エリア内において、現在、電源Ⅲに区分される発電設備はない

○ 最小需要日※(2020年2月23日)12時の火力発電出力
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設備容量(万kW) 評価出力(万kW)

電源Ⅰ・Ⅱ

石油 25.0 7.5

LNG 50.2 14.2

石炭 106.4 24.9

※晴れの日のうち２～５月の休日昼間で需給バランスが厳しい断面



ステップ５ 回避措置（再エネ出力制御）

○ 火力発電の抑制等の回避措置を講じても余剰電力が発生する場合、優先給電ルールに

基づき、太陽光および風力の出力制御を行う。

○ 太陽光および風力の出力制御は、旧ルール、新ルール、指定電気事業者制度の下での

出力制御ルール（指定ルール）に分類され、無補償での出力制御は、旧ルールは３０日/

年、新ルールは３６０時間/年（太陽光）または７２０時間/年（風力）に制限されている。

○ 再エネの出力制御にあたっては、制御が必要となる時間帯に対象事業者すべてを一括

制御するのではなく、余剰電力の発生時間帯や発生見込量に応じて、各ルールにおける

無補償での出力制御の上限を最大限活用した出力制御を実施する。

○ 旧ルールの制御日数、新ルールの制御時間がそれぞれ上限に達しない見込みの時は、

各ルール間や太陽光および風力間の公平性を踏まえ、出力制御を実施する。
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○ 昼間（１２時）およびピーク（２０時）の需給バランス

【最小需要断面（６７.５万kW） ： ２０２０年２月２３日（日）】

※晴れの日のうち２～５月の休日昼間で需給バランスが厳しい日。

５．昼間最低需要時のバランス 13

昼間（１４時） ピーク（２０時）

67.5万kW 81.9万kW

原子力（万ｋＷ） － －

一般水力（万ｋＷ） － －

地熱（万ｋＷ） － －

バイオマス（万ｋＷ） 0.6 0.6

小水力（万ｋＷ） 0.1 0.1

火力（万ｋＷ） 46.6 76.7

風力（万ｋＷ） 5.3 4.5

太陽光（万ｋＷ） 34.8 0.0

揚水式水力（万ｋＷ） － －

需給バランス改善用蓄電池（万ｋＷ） － －

出力制御（万ｋＷ） ▲ 19.9 0.0

合計（万ｋＷ） 67.5 81.9

需要

発
電
出
力

（
万
k
W

）



太陽光発電の出力制御見通しについて
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６.太陽光の出力制御見通しの算定方法（追加接続量）

○ 指定電気事業者制度下で追加的に接続される太陽光の導入量は、至近における太陽光

接続契約申し込みの増加量から、１０年後の太陽光接続契約申し込み量を約６３.９万kW

（＝４９.５万kW＋１４．４万kW）と想定した。

○ 算定においては、太陽光の３０日等出力制御枠４９.５万kWからの追加接続量を４.８万kW刻み

で＋４.８万kW、＋９.６万kW、＋１４.４万kWの３ケースとする。
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７.太陽光の出力制御見通しの算定結果（至近３ヵ年平均）

○ 太陽光４９.５万kWおよび風力１８.３万kWの連系を前提として、指定ルール事業者が

追加的に接続された場合の、出力制御時間、制御率、出力制御量を算定する。

○ 太陽光３０日等出力制御枠４９.５万kWからの追加接続量を＋４.８万kW、＋９.６万

kW、＋１４.４万kWまで増加させた場合の算定結果を以下に示す。

（注1）出力制御見通しは、理論上の指標として当日の時間毎の天気・日射量が前日の天気予報・日射量予測のとおりと

なった場合であり、運用においては、電力需要や電源の稼働状況などによっても変動するものであるため、実際

の制御時間等を保証するものではない。
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追加接続量 制御時間 制御電力量 制御前発電電力量 制御率

（万kW） （時間） A （MWｈ） B （MWｈ） A／B（％）

4.8 398 6,042 59,857 10.1

9.6 530 14,843 119,191 12.5

14.4 801 31,266 178,526 17.5

至近３ヵ年平均



(参考）太陽光の出力制御見通しの算定結果（至近３ヵ年）

※晴れの日のうち、２～５月の休日昼間で需給バランスが厳しい断面。

（注1）出力制御見通しは、理論上の指標として当日の時間毎の天気・日射量が前日の天気予報・日射量予測のとおりと

なった場合であり、運用においては、電力需要や電源の稼働状況などによっても変動するものであるため、実際

の制御時間等を保証するものではない。

太陽光３０日等出力制御枠４９.５万kWからの追加接続量に対する算定結果

○ ２０１７年度から２０１９年度実績による太陽光の出力制御見通しの算定結果は、

以下のとおり。
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追加接続量 制御時間 制御電力量 制御前発電電力量 制御率

（万kW） （時間） A （MWｈ） B （MWｈ） A／B（％）

4.8 319 4,941 57,609 8.6

9.6 416 12,340 114,772 10.8

14.4 654 26,418 171,930 15.4

4.8 454 6,775 61,043 11.1

9.6 679 17,011 121,554 14.0

14.4 1,014 38,187 182,073 21.0

4.8 422 6,411 60,918 10.5

9.6 496 15,177 121,247 12.5

14.4 735 29,194 181,575 16.1

2018年度
最小需要※
66.1万kW

2017年度
最小需要※
72.9万kW

2019年度
最小需要※
67.5万kW
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30日等出力制御枠 18.3万kW
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接続契約申込済

（承諾済を含む）
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50.5 30日等出力制御枠 49.5万kW
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（参考）太陽光・風力発電設備の導入状況

○ 太陽光の導入状況

○ 風力の導入状況

※四捨五入しているため、内訳の値と合計とは一致しない場合があります。

※四捨五入しているため、内訳の値と合計とは一致しない場合があります。

（万kW）

（万kW）
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（参考）各ステータスの定義について

区分定義 系統容量上のステータス

接続検討申込済
事業者から接続検討の申込があったものの累積（事業
者からの取り下げがないものも含み、「接続契約申込
済」以降の行程に進んだものを除く）

容量未確保

接続契約申込済
事業者から接続契約の申込があったものの累積（「接続
済」を除く）

暫定容量確保

承諾済 連系を承諾したものの累積（「接続済」を除く） 確定容量確保

接続済 運転開始済のものの累積 同上

系統

アクセス
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（参考）最小需要日（GW含む）※1のエリア需給バランス（2018年～2020年） 20

2019年
3月31日14時

2020年
4月5日13時 備考欄

発
電
出
力

原子力 - -

水力※2 - -

地熱 - -

火力 46.7 48.9

バイオマス※2 - -

太陽光 25.2 26.0

風力 0.6 0.5

揚水 - -

蓄電池 - -

連系線 - -

再エネ出力制御 - -

(下げ代余力） 3.9※3 3.7

合計 72.5 75.4

需要 72.5 75.4

【単位：万kW】

※1 最小需要日（GW含む）とは、2～5月の休日（GWを含む）の晴天日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要とする。
※2 水力ならびにバイオマスは、出力が小さいことから、含めないこととした。
※3 2019年発電機不具合停止


